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【講義と演習④】就労支援の実施方法Ⅰ

労働法制について

（スライド1）



本日の進行

１．はじめに～労働相談件数の推移等～

２．クイズ形式による労働法制の理解

３．労働法制のポイント（解説）

４．まとめ

・最近の労働市場変化のキーワード

・ディーセントワークを考える（グループ討議、発表）

（スライド２）



※出典 厚生労働省26.5.30 『「平成25年度個別労働紛争解決制度施行状況」を公表します』 （スライド３）

労働相談の状況



※出典 厚生労働省26.5.30 『「平成25年度個別労働紛争解決制度施行状況」を公表します』 （スライド４）

労働相談の状況



※出典 厚生労働省26.5.30 『「平成25年度個別労働紛争解決制度施行状況」を公表します』 （スライド５）

労働相談の状況【助言・指導の例】



※出典 厚生労働省26.5.30 『「平成25年度個別労働紛争解決制度施行状況」を公表します』 （スライド６）

労働相談の状況【助言・指導の例】



※出典 厚生労働省26.5.30 『「平成25年度個別労働紛争解決制度施行状況」を公表します』 （スライド７）

労働相談の状況【助言・指導の例】



※出典 厚生労働省26.5.30 『「平成25年度個別労働紛争解決制度施行状況」を公表します』 （スライド８）

労働相談の状況【助言・指導の例】



（スライド９）

２．クイズ形式による労働法制の理解

（1）二大労働法制（主なもの）

①失業対策 → 雇用対策

雇用保険法、職業能力開発促進法、高年齢者雇用安定法
障害者雇用促進法、労働者派遣法、男女雇用機会均等法

②労働者保護

労働基準法、最低賃金法、労働安全衛生法、
パートタイム労働法、労働契約法、労働組合法、
労働者災害補償保険法、育児・介護休業法



（スライド１０）

（2） Aさんの職業人生ストーリー

このたび、Aさんは60歳定年を迎え退職することになりました。
そこで、自らの職業人生をふりかえって自分史をつくることにし
ました。

学校を卒業して正社員で就職。営業や総務部門を経験し、そ
の間、同僚やパートの人達などとの多くの出会いがありました。

長い職業人生ですから、その間に会社が不況に陥り、会社
が一時休業を余儀なくされた経験もありましたが、それも何と
か改善し、管理職にも抜擢されました。管理職になれば、部下
の指導や雇用管理の仕事も担当するなど、印象に残る出来事
がありました。

そして、定年を迎え、これまでの職業人生を労働法制を切り
口にふりかえってみることにしました。



（スライド１１）

（資料） Aさんの職業人生ストーリー

年代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

職場の主な
出来事

・学卒で入社、労働

契約書（賃金、労働
時間等）をもらう。

・営業部に配属され
顧客の獲得に頑張
る。

・営業主任を拝命、

経理事務も任せら
れ、経理の勉強を

すべく、通信教育で
自己啓発に励む。

・パートや障害を有
する方と同じ職場で
働くようになる。

・家庭では妻が育児
休業を取得した。

・不況により会社が

一時休業を余儀なく
され、休業手当や

休業中の教育訓練
を受講する。

・退職を余儀なくさ
れる者も発生。ハ

ローワークの利用
法も勉強した

・不況を脱出。業績
が回復

・総務部門の管理
職に昇進する。

・部下の健康管理
にも気をつかうよう
になった。

・ワークライフバラン
スの研修も受講。

・派遣の人達も職場
で増加。

・定年を迎え、65歳
まで働きたいと願い、
会社に再雇用希望
の申請をしている。

関連クエス
チョン

Ｑ１５～１９、

Ｑ２０、Ｑ２８

Ｑ１０、Ｑ１３、

Ｑ２６

Ｑ５～１４、

Ｑ２２、Ｑ２３、
Ｑ２７

Ｑ１～４、 Ｑ２１、
Ｑ２４、
Ｑ２５、Ｑ３０

Ｑ２９



３．労働法制のポイント（解説）

•

• （スライド１２）



４．まとめ

•最近の労働市場変化のキーワード
• ディーセントワークを考える

• （スライド１３）



おわりに

•相談窓口には、
・就職する口が見つからない。

・どんな仕事に就くといいのかわからない

・将来の方向性が見つからない

という悩みが持ち込まれます。

•就労支援という仕事は、こうした状況におかれた
人たちに対して、気持ちを受け止め、自立できるよ
うに支援する仕事、まさにこれからの時代の仕事
です。皆様のご奮闘をお祈りいたします。

• （スライド１４）


